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　新型コロナウイルス感染症のまん延時には、医療機関の職員等も罹患し、欠勤する職員が多数発生したことや、
社会機能の低下に伴う医療資材等の不足も発生しました。このような状況の中で、医療機関は感染症防止対策を
徹底しながら診療の継続を長期的に求められました。　
　将来、新たな感染症が発生した際に継続的な診療を提供するためには平時から医療設備等の整理、人材育成や
訓練の実施、感染拡大防止対応の明確化が重要であるため、それらの内容や役割分担が示された診療継続計画
（以下、「感染症版BCP」）の策定が必要と考えております。
　今回、札幌市では医療機関の感染症版BCP策定を後押しするために、医療機関へ感染症対応について知見のある
外部専門家を派遣し、感染症版BCP策定支援を行います。

●募集数　：札幌市内の５医療機関（病院、診療所等を含めて）

●支援期間：支援先医療機関選定後から令和７年３月まで

　　　　　　（外部専門家による医療機関への策定助言は 3～ 5回程度）

●参加費　：専門家派遣に関する費用負担はなし

●申込方法：下記のメールアドレス宛に、件名「感染症版 BCP 策定支援希望」と記載の上、担当者の役職、

　　　　　　氏名、連絡先（電話・メール）をお知らせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 1次締切：10 月 8 日（火）　　第 2次締切：10 月 22 日（火）

実施主体　　：札幌市保健福祉局保健所感染症総合対策課

問い合わせ先：一般社団法人北海道総合研究調査会（略称：HIT）　Email：kansen@hit-north.or.jp　

【感染症版 BCP 策定の支援内容について】

　　○支援先医療機関が策定する感染症版 BCP に対して感染症対応の知見が深い外部

　　　専門家 （例 ：感染管理認定看護師等） を派遣し、 策定の助言を行います。

　　○支援先医療機関の検討会議に外部専門家も参加し、 円滑な会議運営のサポート

　　　を行います。

　　○支援先医療機関で感染症版 BCP 策定の必要性を深めるため、 研修会等で BCP

　　　策定の重要性を説明します。

【支援先医療機関にお願いすること】

　　○外部専門家の助言を受けながら、 自医療機関の BCP や骨子案を作成する。

　　○次年度以降、 感染症版 BCP 策定する医療機関を札幌市内に拡大していくために、 札幌市が

　　　主催するセミナー等で検討の経過や完成した内容を発表 ・公開する。

※本事業は外部専門家が感染症版 BCP を策定するものではなく、 支援先医療機関内での検討を支援するものです。
※応募いただいた医療機関には、 別途事務局からご連絡させていただき、 現在の感染症版 BCP策定の取組状況や支援ニーズをお伺いする
　　場合があります。
※応募多数の場合は事務局内で選定を行い、 策定支援先を決定します。 決定にあたっては、①医療機関の種類（多様性をもたせます）、
　　②内部の検討体制の有無、③感染症版 BCP策定へのニーズの高さ等を加味します。
※策定支援の助言を行う外部専門家は市内医療機関や関係団体に従事している方です。
※第 1次締切で定員に達した場合、 第 2次の募集は行いません。


